
2WAY フォールデングコット  

誤った取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を表示します。警告

誤った取扱をすると、人が傷害を負ったり物的損害が想定される内容です。注意

製品の上に立ったり、飛び跳ねたり、強い衝撃を加えたりしないでください。製品が破損、変形、または転倒する恐
れがあります。
足をかけたり、製品に登ったりしないでください。棚板が破損するおそれがあり、転倒の危険性が高まります。
お子様が使用する際は、保護者の監督のもとで使用してください。転倒や怪我のの恐れがあります。
フレームの接続部は確実に組み立ててください。特にショックコードが伸びた場合は使用を控え、転倒の危険性があ
るため確認してください。
本製品をたき火など火気の近くで使用しないでください。変形や損傷の原因となります。
本製品は平坦で地盤のしっかりした場所に設置してください。不安定な場所では使用を避けてください。

この度は、本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
ご使用の前に、この説明書をよく読み正しく組み立ててください。また、事故やケガ・器具の破損などを防ぎ安全に正
しくご使用いただくために、注意事項は必ずお守りください。この取扱説明書は、大切に保管してください。なお、ご
不明な点などございましたら、ACTIM公式 LINE＠または ACTIMカスタマーサービスまでお問い合わせください。

本製品の組み立てや撤収の際は、フレームの接続部に指や手が挟まれないようにご注意ください。また、お子様には、
本製品の組み立てや撤収をさせないでください。 
畳やフローリング等の上で使用する場合、床面に傷がつく可能性がありますのでご注意ください。 
本製品を雨風が直接当たる屋外で長時間放置しないでください。また、雨中での放置や水洗いは、サビの発生を促進
させる可能性がありますので、ご注意ください。生地が劣化し、強度が低下する可能性があります。 
本製品に強い衝撃を与えたり、収納した状態で重いものを上に置かないでください。また、本体の上で飛び跳ねたり、
ぶつけたり等の強い衝撃を与えないでください。変形し、組み立てができなくなる可能性があります。 
耐荷重を超える物を置かないでください。また、耐荷重を超えた使用は避けてください。破損や倒壊の可能性があり
ます。 
濡れたまま放置しないでください。色が他の物に移る可能性があります。 
使用前には毎回、必ず点検を行ってください。老朽化や損傷が見られる場合、または何か疑わしい場合には、直ちに
本製品の使用を中止してください。本来の性能が発揮できない可能性があります。 
正しいお手入れ方法と保管方法を守ってください。誤ったお手入れや保管方法を行うと、本来の性能が発揮できない
可能性があります。 
火気の近くに置かないでください。やけどや火災の原因になる可能性があります。

使用後は汚れや水分を拭きとって陰干しして完全に乾かして保管してください。汚れたまま、または塗れたまま長時
間放置するとカビが発生する可能性があり、コットシート生地が劣化しやすくまります。
コットシート生地の汚れがひどい場合は、薄めた中性洗剤をつけた布を軽く絞り表面を拭いてください。

仕様・サイズ

メンテナンス方法

各部名称

①
① レッグフレーム
② サイドフレーム
③ レッグポール
④ コットシート
⑤ 収納専用バッグ

②
④

⑤

③

販売元：株式会社ダナクト 福岡県那珂川市中原 5-70-2 　　092-982-0382

品 名

構 造 部 材

シ ー ト 材

耐 荷 重

:

:

:

:

2WAYフォールデングコット

A7075アルミニウム合金

600Dポリエステル

150kg

  

本製品の仕様、デザインは予告なく変更されることがあります。また、重量などのスペックには誤差が生じる場合があります。

組み立て動画

使用サイズ収納

サ イ ズ

本 体 重 量

総 重 量

:

:

:

:

約高さ 17(37)×幅 67×奥行 190cm

約高さ 54×幅 17×奥行 17cm

約 3.0kg

約 3.2kg

  



①土台レッグフレームの組み立て
アームのカーブが上向きになるように、ジョイントへ差し込みます。

レバーを手で握るようにロックします

ロックレバー

組み立て方法

②サイドフレームの組み立て
ショックコードがに沿って繋ぎ合わせて２本のフレームを組み立てます。

③コットシートにフレームを差し込みます。

④サイドフレームにレッグフレームを取り付ける。

レッグフレームをサイドフレームから取り外す

ロック解除ボタン

ショックコードがに沿って繋ぎ合わせて２本のフレームを組み立てます。

取り外し方法

片方の手でロックレバーを握り、ロック解除ボタンを押しながら、握った手をゆっくり離す
その後は組み立て方法を逆順に取り外します。

差し込む

ショックコード


